門 司から 基隆 まで 

勿論 船の 上で ある。 T と 名乗る 男 —— 彰 化で 料理屋 

を 営んで ゐる男 —— 口髭 を 生やして ゐる 男。 

「こんなに 静かな こと は 珍ら しいです」 

それ はまた、 両蓋の 金時計 を 幾度 も 出して 見る 男 I 

I 用が 無くても 船員に 話しかける 男 —— 誰に でも 飯が 

食へ るかと 訊ねる 男。 

「日清戦争の 時、 おや ぢが 通訳で …… 」 

そのお ゃぢの 写真 を、 取りに 行って ゐる ひまに、 わ 

たし は 自分の キャビンに 降りた。 



香港 

X X 汽船 会社 支店長 —— アルザス 生れの 仏蘭西 人 I 

I 青 島で 日本軍の 捕虜に なった 男 —— 独身。 

毎朝、 モ ー タ— ボ— トで 店に 出勤し、 毎晚 自動車で 

家へ 帰る 男。 

「あ、 随分 酔った。 わたくし、 カツ ポレを 踊ります」 

—— (勝手に 踊れ) 

「女 は、 日本の 女に 限ります ね」 

—— (馬鹿、 ネクタイ でも 結び 直せ) 

ハイフォン 

海防 —— X X ホテル 



サイ ゴ ン 

西貢 

波止場に 近い 酒場の 一 隅で、 おれの 手 を 握った 男 I 

「お前 は 何処かで 見た ことがある」 と 云った 男 —— 

やぶにらみ 

斜視 の 大男 —— 油 じんだ 浅黄の 仕事 服。 

「もう 行く のか」 —— と、 その 声が どうして だか 耳に 

残って ゐる。 

汽船 アミ ラル • ポン チイの 甲板 

虎の 爪 を 時計の 鎖に ぶら下げて ゐる 植民地 守備隊の 



馬 耳 塞から 巴 里への 汽車 中 

十 年間、 マダ ガス カルの 守備隊に 勤めて、 久々 で 故 

郷の土 を 踏む 兵卒。 眼の 窪んだ、 唇の 厚い 兵卒。 

炎熱、 労苦、 倦怠、 悪疫、 脱営、 監禁 …… それから、 

それから …… 。 

聴いて ゐる 害の 相手が、 一人 減り、 二人 減り、 三人 

或 1> o 

最後に、 正面の 男が、 一人、 不精 無精 聞いて ゐる。 

新聞 を 拡げて、 それに 眼 をお としながら、 時々、 「へえ」 

「へえ」 と 気のない 返事 をして ゐる。 

「これからが 面白 いんです よ」 —— 兵卒 は、 その 男の 
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